
第7回「死と地獄―中世―」資料　　　　　2012年1月9日　　　　水垣　渉
はじめに
＊死と地獄：神話的な世界観の名残？
＊イエスの山上の説教(マタイ5~7章)。「心の貧しい人々は、幸いである。天の国はその人たちのものである」(5:3)、「悲しむ人々は、幸いである。その人たちは慰められる」(5:4)。三か所「地獄」(新改訳では「ゲヘナ」)。：5:29「もし、右の眼があなたをつまずかせるなら、えぐり出して捨ててしまいなさい。体の一部がなくなっても、全身が地獄に投げ込まれない方がましである」。
＊現代のキリスト教の傾向
＊五来EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しげる),重)：「キリスト教では天国こそが現実性をもった理想の世界で、地獄は天国へ行けない罪人への誡めとしての存在である。これに対して日本人にとっては、地獄こそ現実性をもった恐るべき世界で、そこへ堕ちないための救済として極楽がある」(『日本人の地獄と極楽』)。
＊平川EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すけ),祐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろ),弘)：「ダンテは良心的な詩人か」。「しかし生き身のままあの世を旅した、などというのはフィクションに決まっている．作り事である。有体にいえば嘘八百である。読者の中にはダンテを尊敬する方も多いかと思う。しかし尊敬するからとはいえ、大部分の読者はダンテがあの世めぐりをして来たとは信じていないのではあるまいか。それなのにダンテ先生はしらじらしくあの世へ旅してこの目で見てきたといい、あまつさえそれを良心に誓って実際に見たと確言した。それはいってみれば嘘の上塗りのようなものではないだろうか」(『神曲　地獄篇』、河出文庫　2008年、479)。　　
＊新約：地獄（ゲヘナgeenna）：12回。ハデスhadês：10回
＊東日本大震災：「高台に走り、後ろを振り返ったその様子はまさに地獄絵図でした」。
＊「後ろを振り返った」。ソドムとゴモラから脱出しようとするロトの妻：「後ろを向いたので、塩の柱になった」（創世記19:26）。「私の魂も、まだまだ逃げのびようとしていたが、後ろを振り向いて過ぎ越し方を見つめた」(『神曲　地獄篇』第一歌25~26行)。
＊視点：西洋中世における死と地獄の関係。
Ⅰ序論：このテーマについての説明
1） 中世の概念
＊中世（the Middle Ages）：ローマ教皇大グレゴリウス(在位590~604) ～ルターの宗教改革の1517年までの約900年間。西洋＝西ヨーロッパつまり西欧。
＊「キリスト教世界」（corpus Christianum、コルプス・クリスチアーヌム＝キリストの統一体=キリスト教世界）。
2） 中世キリスト教世界の構造
＊ローマ・カトリック教会の西方キリスト教。東方のビザンティン・キリスト教。
＊上段：教権（sacerdotium）と聖職者階層（hierarchia）+修道院と修道士、
下段：世俗的政治的権力と一般民衆＝ハルナックの「第二級のキリスト教」
＊二重の二重構造の統一体。
3)　史料
＊上段：教会や教会会議のさまざまな決定、神学者の著作。下段：民話や例話。
＊アローン・グレーヴィッチ：例話(exempla)＝説教での「具体的な事例、日常的な出来事、奇異な事件、古来の伝説」など短い物語や小話・逸話。
＊12世紀のカンタベリー大司教のトーマス・ベケット（Thomas Becket）の暗殺事件。「トマス・ベケットの殉教の日[＝1170.12.29]、ほかにも数百人が命を落としたが、救済されたのはかれとあとふたりだけだったという。それから一世紀後、ジョン・ブロムヤードはこれを詳述するかたちで、次のように書いている。ベケットの殉教の日、全世界で三千三十三人が死んだが、そのうち三千人は地獄へ行き、三十人の魂は煉獄にやられた。魂が天国へ送られたのは三人だけであった。」（『同時代人の見た中世ヨーロッパ』）。
＊最後の審判の彫刻：ブルジュ、アミヤン、パリなどの大聖堂の西口（エミール・マール『ヨーロッパのキリスト教美術』（上））。
＊死の舞踏（ダンス・マカーブル、danse macable）＝「腐乱した屍か、あるいは骸骨に近い状態の死者が生きている者の手を取り、または肩に手をかけ、不気味な笑いを浮かべて墓地へいざなう姿を描いた絵図である」（小池）。
＊往生術（アルス・モリエンディ、ars moriendi）＝「死ぬことの技術（こつ）」。
＊「メメント・モリ」（Memento mori）＝「あなたは死ぬことを憶えよ」。
＊唱導＝「教えを説いて人を導くこと」、「説教、法談と同意」。『日本霊異記』。
＊ダンテ『神曲』。日本の地獄絵、十界図。
＊「かつて、パリのノートル/ダーム大聖堂では、人々は舗石の上を歩いていたのではなく、彫り刻まれた平墓石や、故人の肖像で飾った真鍮の薄板の上を歩いていた」（マール、(下)）。
Ⅱ　死と地獄の問題
＊阿部謹也：「ヨーロッパと日本の歴史のなかでどこが根本的に異なっているのかを考えてみると、表面的な違いの底に大きな根があり、その根のひとつに罪の意識の問題があることに気づく。古くは原罪に由来する罪の意識の問題は、一二一五年のラテラノ公会議において成人男女は少なくとも一年に一回告解しなければならないと定められて以後、個々の人間の問題として浮かび上がってくることになった」。「そこで問題になるのは罪である。．．．罪の規定は七つの大罪その他さまざまであるが、罪の意識を個々人に植えつけるために最も大きな手段となったのが、死後の世界のイメージである。ゲルマン民族の原初の世界意識．．．には本来天国・地獄の図式はなかった。．．．しかし現世での善行・悪行が清算される場としての天国や地獄のイメージは、あとからキリスト教によって導入されたものである。．．．ヨーロッパにおける死者のイメージは、キリスト教の導入以前と以後とで本質的に変わっている」。
＊1）罪・死・地獄、2）「現世での善行・悪行が清算される場としての天国や地獄」。
＊キリスト教の基礎と「罪」。罪と死：「罪が支払う報酬は死です」(ローマ6:23)。「罪が熟して死を生みます」（ヤコブ1:15）。
＊罪と死との関係から何故地獄が出てくるのか。
＊ルター：「義人にして同時に罪人」（simul iustus et peccator）。信仰後の罪。
＊ヘブライ人への手紙6:6：「その後に堕落した者の場合には、再び悔い改めに立ち帰らせることはできません。神の子を自分の手で改めて十字架につけ、侮辱する者だからです」。
＊洗礼後の罪の扱い方：厳格派と寛容派。犯した罪の種類と程度を厳密に区別する必要。
＊「悔悛」（penitence）＜「罰」(poena)。「二度目の悔い改め」の問題。
＊「贖罪規定書」（Penitential Books）。悔悛規定書。「免罪符」と「免償符」（indulgentia）。
＊例：11世紀のヴォルムスのブルヒャルト「第八三章　お前はいつも必要以上に飲食をしなかったか。もしそうなら、パンと水だけで過ごす一〇日間の贖罪を果たさねばならない」。「第八五章　お前は見栄のために飲み過ぎたことはなかったか。暴飲を誇りに思い、他人を飲み負かし、そのような虚栄と唱導で自分と他人を酔っぱらいにしなかったか。もしそうなら、パンと水だけで過ごす三〇日間の贖罪を果たさねばならない」。個人の人格の成立。古代イスラエル以来のヘブライ的・キリスト教的人間理解に淵源。
＊地獄篇：九つのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),圏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(に),谷)。第一の圏谷：辺獄（リンボ） (第四歌)。第二の圏谷：肉欲の罪を犯した者（第五歌）、第三の圏谷：大食らいの罪を犯した者（第六歌）、第四の圏谷：貪欲な吝嗇家と金遣いの荒い浪費家（第七歌）、第八の圏谷には十の「悪の濠」。
＊inferno＝地獄 (ラテン語infernus：「下の」「よみの国の」、「地獄」。
＊大罪（mortal (deadly) sin）と小罪との区別。「大罪とは人を神から引き離す罪であり、そのためにもし人が大罪を犯したままで赦されずに死ぬ場合には、その人は劫罰（damnation）を受けることになる」(『キリスト教神学事典』)。「死にいたる罪」(Ⅰヨハネ5:16)。七つの大罪＝高慢、貪欲、肉欲、嫉妬、大食、憤怒、怠惰＝「罪源」。
＊煉獄（purgatory）＜purgo＝浄化する。「人間の魂が浄められて天に昇るにふさわしくなるこの第二の世界」 (煉獄篇第一歌4~6）。天国と地獄：永遠的、煉獄：一時的。
＊ダンテの地獄：エルサレムの真下地中。煉獄：南半球の対蹠地。地獄・煉獄・天国。
Ⅲ　死と地獄の意味
＊死：天国と煉獄と地獄の分岐点。教育的意味。
＊魂の死後の存続。『往生要集』：「罪人、．．．焼けおわればまた生じ、生じおわればまた焼く。．．．かの火に焼き炙られ、死してまたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よみが),活)へる」。
＊ヨハネ黙示録21:8「しかし、おくびょうな者、不信仰な者、忌わしい者、人を殺す者、みだらな行いをする者、魔術を使う者、偶像を拝む者、すべてうそを言う者、このような者たちに対する報いは、火と硫黄の燃える池である。それが、第二の死である」。シシュフォスの罰。
＊現世では罪の問題が解決し尽くされない。死生学(thanatology)の問題。
＊イザヤ28:15.18「お前たちは言った。「我々は死と契約を結び、陰府と協定している。洪水がみなぎり溢れても、我々に及ばない。我々は欺きを避け所とし、偽りを隠れ家とする。」「お前たちが死と結んだ契約は取り消され　陰府と定めた協定は実行されない。洪水がみなぎり、溢れるとき　お前たちは、それに踏みにじられる。」
＊地獄の観念＝死との契約によって死を人間化する、死をわがものにしようとする試みに対する神の審判。「死の希望」：「こいつらには死の希望さえないのだ」(地獄篇第三歌46)。
＊不正義と不公平。
Ⅳ　むすび：われわれはどう考えるか
＊本講座の副題「人生をかけがいのないものにするために」。
＊われわれにとっての地獄：生のただ中で起こる出来事。
＊内村鑑三「キリスト教史と仏教史とに共通せる一事がある。それは、来世的信仰の最も旺盛なりし時がその宗教の最も純正かつ強盛なりし時であったという一事である。．．．来世を恐れて初めて深刻なる宗教心起こる。．．．神をおそれ未来を恐るるに至って初めて人の魂は目ざめたのである」（『ローマ書の研究』）。
＊今道友信：「このように、地獄・煉獄・天国の実在性は深く考えなければならない。少なくとも観念としてはこれらは実在する、意識の世界には実在する。今日明日を生きるに困らない状況にあっても、ダンテの描いた地獄は実は身近にある。また、現世は煉獄のように、魂を浄めていく可能性をもっている。．．．このように考えると、われわれはこの世に生きていながら死者の霊魂のいそしむ煉獄の状況にあるのだと言ってもよい」。
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